
【Ⅰ．政策を構成する施策の評価結果】 【Ⅱ．構成施策の目標指標の達成状況】
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【Ⅳ．政策を取り巻く社会経済情勢・今後の動向】

政策評価調書（２３年度実績）

政策名 知恵を出し汗をかいてもうかる農林水産業の振興 政策コード Ⅱ－１ 関係部局名 農林水産部、商工労働部

施策名 指標評価 今後の方向性

農林水産業の構造改革 概ね達成 拡充

「Ｔｈｅ・おおいた」ブランド確立に向けた商品づくり 達成 拡充

次代を担う力強い経営体づくり 概ね達成 拡充

効率的で持続性のある生産基盤・環境づくり 達成 現状維持

地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出 達成 現状維持

達成
50.0%

概ね達成
38.9%

達成不十分
11.1%

【Ⅳ．政策を取り巻く社会経済情勢・今後の動向】

達成 概ね達成 達成不十分 著しく不十分 指標合計

9 7 2 0 18

【Ⅲ．評価が著しく不十分となった指標】
達成率

－

指標名

該当なし

農林水産業を取り巻く情勢は、担い手のさらなる減少や高齢化に加え、国内経済の低迷や国際化の進展、食の安
全・安心への意識の高まりなど新たな課題が生じている。
また、ＴＰＰ交渉参加問題をはじめ、長引く景気の低迷による消費者の購買意欲低下や円高による安価な輸入品の

入荷に伴う価格下落など、近年の農林水産業を取り巻く経済情勢は、予断の許さない状況となっている。
こうした課題に適切に対応するため、生産者、市町村、関係団体と一体となって、将来にわたって持続可能な農林

水産業を構築する必要がある。

一方、国においては、「戸別所得補償制度」に加え、「人・農地プラン」、「就農支援給付金」など新たな施策展開が
なされており、今後とも、これら国の各種制度を積極的に活用しながら、生産基盤の整備と担い手の確保育成といっ
たハード、ソフト両面からの構造改革を進め、本県農林水産業の振興と農山漁村の活性化に向けた抜本的な解決策
を講じていく必要がある。

50.0%
38.9%

＜農林水産業の産出額の推移＞ （単位：億円／年）

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

1,899 1,884 1,926 1,907 1,861 1,887

農 業 1,353 1,302 1,326 1,339 1,313 1,312

林 業 163 173 200 188 165 173

水産業 383 409 400 380 383 402

合 計

区 分


